
溶剤蒸気の触媒処理

溶剤蒸気の触媒処理の低温化を目指し、コバルト セリウム複合酸化物上に白金
を高分散担持しました。ベンゼン環を含む、含まないに関わらず、従来より ℃～

℃程度低い温度で酸化 燃焼 処理が可能です。

 上への白金の直接高分散担持に成功
 ベンゼン環を含む、含まないに関わらず、従来より

～100℃程度低い温度での溶剤酸化が可能
 塩化白金酸の不使用

→ 酸・還元用水素使用・排気等の設備が不要
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 溶剤酸化処理に係る電気代・燃料費の削減
 既設処理装置への触媒の適用 交換 が可能
 小型室内清浄機等への応用
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研究員からのひとこと
この技術で溶剤蒸気の低温酸化が可能です。
排ガス処理、工場内のにおい対策が必要な
企業からの技術相談をお待ちしております。

ベンゼン環を含む、含まない溶剤が混在
→ 従来触媒、 触媒のどちら
を使っても ～ ℃程度が必要
独自技術で白金を 上に担持
→ ～ ℃での同時処理が可能

トルエンの
触媒酸化


